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私立保育園・幼稚園等価格高騰対策支援事業費を含む
令和 4 年度松本市一般会計補正予算などを可決

今定例会では、市長から提出された 41件の議案のほか、
3件の請願、2件の議会案を審議し、それぞれ議決しました。

▶議案審査等の概要は P5、審議結果の一覧は P6、一般質問は P7～ 14をご覧ください。

こんなことが決まりました！

議案第 7 号　令和 4 年度松本市一般会計補正予算（第 7 号）
【私立保育園・幼稚園等価格高騰対策支援事業費】
　光熱費の高騰の影響を受けている市内の私立保育園などを支援するため、市独自に交付金
を支給するものです。
［対象となる園］私立保育園、認定こども園、私立幼稚園など
［交付基準額］（1園当たり）　在籍園児数　0人～ 80人：13万円
81人～ 160人：20万円　161人～：36万円

【高齢者福祉施設等価格高騰対策支援事業費】
　物価高騰の影響を受けている市内の高齢者福祉施設などを支援するため、県が実施する支援
金の対象とならない介護保険サービス事業所に対して、市独自に交付金を支給するものです。
［対象事業］介護予防・日常生活支援総合事業を実施する事業所（※適所型サービスA）で、
他の介護保険サービスが実施されていない事業所……5事業所
［交付基準額］90,000円＋加算額（3,000円×利用定員）

令和 4年 12月

定例会
11 月 28日～ 12月 15日

（会期 18日間）

陳　情
市民が市政についての要望や意見を議会へ文書によ
り提出するものです。議員の紹介は不要です。

安全・安心の医療・介護実現のため人員増と
処遇改善を求める陳情書

安全・安心の介護・医療の実現のための意見書を国
に提出することを求めるもの

➡詳細やその他の陳情については、‌
市議会ホームページから‌
ご覧いただけます。

議会案
実現に向けて国会や関係行政庁に意見書を送付しました。

香害について国による実効性のある施策と 
安全性確保のための施策推進を求める意見書
香害について国において実効性のある施策と安全性
確保のための施策推進を求めるもの

➡詳細やその他の議会案については、‌
市議会ホームページから‌
ご覧いただけます。

請　願
市民が市政についての要望や意見を議会へ文書によ
り提出するものです。議員の紹介を必要とします。

介護保険制度の改善を求める請願書
介護保険制度の改善を求めるための意見書を国に提
出することを求めるもの

➡詳細やその他の請願については、‌
市議会ホームページから‌
ご覧いただけます。

人　事
下記の人事案件について、同意することに決定しま
した。

・教育委員会委員　福
ふく
澤
ざわ
　崇
たか
浩
ひろ
　氏

・公平委員会委員　小
こ
松
まつ
　
しげ
清
きよ
　氏

　　不
  採択

可決

　　趣旨
 採択

※適所型サービスA　主に雇用労働者やボランティアが事業所内でミニデイサービスや運動・レクリエーションなどを行うサービス
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市長から提出された議案は、それぞれ所管の委員会で審査し、そ
の審査結果を参考に本会議で議決します。定例会中の委員会では、
議案の審査のほかにも、請願、陳情を審査しています。ここではそ
の一部をお伝えします。

松本市個人情報保護条例
個人情報保護に関する法律の改正に伴い、松本市個

人情報保護条例を全部改正するものです。

こんな質問が出ました

Q 現行条例に比べて条文数が大きく減り、市の個
人情報保護が後退することを危惧するが、市の

見解は。

A 国が一律にルールを決める中で、現行条例の規
定は基本的に法律に規定されたため、現行条例

と実質的な部分は変更がない。
国の個人情報保護委員会が個人情報保護の取扱いを
決定するので、市の個人情報保護制度審議会へ諮問で
きる事項は限られるが、事後であっても同審議会に報
告する規定を設けることで、第三者の監視機能を働か
せ、未来に生かすことができる。

議案第 2号可決

高齢者福祉入浴事業の継続についての請願書、 
高齢者福祉入浴助成事業の継続を求める陳情書
70 歳以上の高齢者を対象に、健康増進と交流促進

を目的として交付されている高齢者福祉入浴券につい
て、事業の継続等を求める請願と陳情です。

こんな意見が出ました

・市独自の事業で、高齢者も楽しみにしている事業で
あるので、継続・拡大してほしい。
・原油高騰やコロナ禍で銭湯や高齢者が大変な今に
なって、廃止の議論が出てくることが理解できない。
事業開始から25年が経過して課題はあるが、こうい
う社会情勢のときだからこそ、継続すべき事業である。
・高齢者に楽しく健康に地域で暮らしてもらうための
事業なので、課題を
整理しながら事業を
継続、拡大してほし
い。

請願第 16号・陳情第 9号

厳しくチェック !!

議案審査等の概要

市有財産の取得について 
（松本市立小学校遠隔授業配信用機器）

小学校におけるオンライン授業の配信環境を整える
ため、全学級に配備する配信用機器を取得するものです。

こんな質問が出ました

Q あらかじめ録画した授業を配信する、いわゆる
オンデマンド配信の実施は考えているか。

A 技術的には可能であるが、現状では、録画した
授業の映像管理まで至っていないため、現段階

での実施は難しい。
将来的には、オンデマンド配信にも対応していきた
い。その際には、人員確保が課題となってくる。

議案第 14号可決

令和 4 年度松本市一般会計補正予算（第 7 号） 
【繰越明許費・道路改良事業（国土強靭化）】
島立地籍の市道 7003 号線の道路新設改良工事につ

いて、地元との協議に時間を要し、年度内の事業完了
が困難であるため、繰越明許費として予算の一部を翌
年度に繰り越すものです。

こんな質問が出ました

Q 現在の交渉状況はどのようになっているか。ま
た、事業の完了予定はいつなのか。

A すでに地元町会や関係者からは、島立地籍の市
道 7003 号線の道路新設改良工事について同意

を得ている。
事業完了は令和 5年 9月を予定している。

議案第 7号可決

松本市高齢者福祉入浴券工事中の島立地籍の市道 7003号線

採択
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詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

　　：総務委員会　　　：厚生委員会　　　：経済文教委員会　　　：建設環境委員会総 厚 経 建

審　議　結　果
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賛　否　の　分　か　れ　た　議　案　な　ど

条例
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託委員会 審査

結果

1 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に
関する条例 総

可決 可決

2 松本市個人情報保護条例 総

3 松本市議会議員及び松本市長の選挙における選挙運動用自動車の使
用の公営に関する条例等の一部を改正する条例 総

4 松本市自転車駐車場条例の一部を改正する条例 建

5 松本市特別職の職員の給与及び費用弁償に関する条例及び松本市議
会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例 総

6 松本市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 総

予算
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託委員会 審査

結果

7 令和４年度松本市一般会計補正予算（第７号） ４常任・基幹
博物館建設

可決 可決8 令和４年度松本市市街地駐車場事業特別会計補正予算（第２号） 経
9 令和４年度松本市奈川観光施設事業特別会計補正予算（第１号） 総

契約
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託委員会 審査

結果

10 松本市村井多世代交流型子育て支援施設工事に伴う設計施工に関す
る協定の締結について 厚

可決 可決
11 工事請負契約の締結について（令和３年度松本市エコトピア山田既

存廃棄物移設工事）の議決更正について 総

財産
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託委員会 審査

結果
12 市有財産の取得について（消防ポンプ自動車） 総

可決 可決
13 市有財産の取得について（松本都市計画道路 3・2・12号内環状北

線整備事業用地） 建

14 市有財産の取得について（松本市立小学校遠隔授業配信用機器） 経
15 市有財産の取得について（松本城南・西外堀復元事業用地） 経
16 市有財産の譲渡について（うつくしの里デイサービスセンター） 厚

道路
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託委員会 審査

結果
17 市道の認定について 建 可決 可決

その他
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託委員会 審査

結果
18 公の施設の指定管理者の指定について（乗鞍観光センター） 総

可決 可決

19 公の施設の指定管理者の指定について（沢渡第 1駐車場　外３施設） 総
20 公の施設の指定管理者の指定について（野麦峠スキー場） 総
21 公の施設の指定管理者の指定について（希望の家　外１施設） 厚

22 公の施設の指定管理者の指定について（島内デイサービスセン　
ター　外１施設） 厚

23 公の施設の指定管理者の指定について（田川デイサービスセン　
ター　外１施設） 厚

24 公の施設の指定管理者の指定について（東部デイサービスセン　
ター　外１施設） 厚

25 公の施設の指定管理者の指定について（四賀デイサービスセン　
ター　外４施設） 厚

可決 可決

26 公の施設の指定管理者の指定について（松風園） 厚
27 公の施設の指定管理者の指定について（南部老人福祉センター） 厚
28 公の施設の指定管理者の指定について（梓川福祉センター） 厚
29 公の施設の指定管理者の指定について（四賀環境学習の森） 建
30 公の施設の指定管理者の指定について（リサイクルセンター） 建
31 公の施設の指定管理者の指定について（松本城大手門駐車場） 経

32 公の施設の指定管理者の指定について（坊主山クラインガルテン　
外１施設） 経

33 公の施設の指定管理者の指定について（梓川水田農産物処理加工施設） 経
34 公の施設の指定管理者の指定について（梓水苑　外１施設） 経
35 公の施設の指定管理者の指定について（音楽文化ホール　外２施設） 経
36 公の施設の指定管理者の指定について（野球場　外１施設） 経

37 公の施設の指定管理者の指定について（四賀Ｂ＆Ｇ海洋センター　
外１施設） 経

38 公の施設の指定管理者の指定について（アルプス公園　外２施設） 建

39 公の施設の指定管理者の指定について（市立博物館） 基幹博物館
建設

人事
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託委員会 審査

結果
40 教育委員会委員の任命について

ー ー 同意
41 公平委員会委員の選任について

請願
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託委員会 審査

結果
請 14 介護保険制度の改善を求める請願書 厚 不採択 不採択

請 15 香害について国による実効性のある施策と安全性確保のための施策
の推進を求める請願書 厚

採択 採択
請 16 高齢者福祉入浴事業の継続についての請願書 厚

陳情
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果回付委員会 審査

結果

陳 8 安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める陳情書 厚 趣旨
採択 ー

陳 9 高齢者福祉入浴助成事業の継続を求める陳情書 厚 採択 ー
陳

10-1 学校や保育園におけるマスク着用に関する陳情 厚 趣旨
採択 ー

陳
10-2 学校や保育園におけるマスク着用に関する陳情 経 趣旨

採択 ー

陳
11-1 学校における「黙食」の緩和を求める陳情 厚 趣旨

採択 ー

陳
11-2 学校における「黙食」の緩和を求める陳情 経 採択 ー

陳 12 私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書 経 採択 ー

議会案
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査
議決
結果付託委員会 審査

結果

議 16 香害について国による実効性のある施策と安全性確保のための施策
推進を求める意見書 － － 可決

議 17 私立高校への公費助成に関する意見書

○：賛成　　　×：反対　　　議：議長（※議長は表決には加わりません。）
会派名
議員名

議案
番号

開明 政友会 誠の会 公明党 日本共産党
松本市議団 無所属

上
條　
敦
重

吉
村　
幸
代

今
井
ゆ
う
す
け

川
久
保
文
良

上
條　
　
温

芝
山　
　
稔

牛
丸　
仁
志

古
沢　
明
子

村
上　
幸
雄

中
島　
昌
子

上
條　
俊
道

柿
澤　
　
潔

若
林　
真
一

阿
部　
功
祐

犬
飼　
信
雄

太
田　
更
三

内
田　
麻
美

勝
野　
智
行

上
條
美
智
子

近
藤　
晴
彦

塩
原　
孝
子

澤
田
佐
久
子

犬
飼　
明
美

池
田　
国
昭

横
内　
裕
治

田
口　
輝
子

上
條　
一
正

神
津
ゆ
か
り

土
屋　
眞
一

２、13、15 ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○
5 ○ ○ × 〇 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○
請 14 〇 〇 〇 〇 〇 議 × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

請：請願
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解説

質問項目

質問項目

一般質問
ここが聞きたい !!

本会議では、議員が市民の代表として市の政策などに対する質問を行っています。
12月定例会では、21人の議員が一般質問を行い、3日間にわたり活発な議論を展
開しました。
ここでは、一議員につき一項目の質問と答弁の要旨を掲載しています。

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

塩し
お
原は
ら　
孝た
か
子こ

・
介
護
保
険
制
度
の
改
定
問
題
に
つ
い
て

・
コ
ロ
ナ
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
施
策
に
つ
い
て　

な
ど

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
設
置

令
和
４
年
２
月
定
例
会
の
澤
田
議
員
へ
の

答
弁
で
「
生
理
用
品
は
保
健
室
で
渡
す
の

が
基
本
だ
が
、
保
健
室
に
行
く
こ
と
に
抵

抗
が
あ
る
子
ど
も
も
い
る
の
で
現
場
の
声

を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
す
る
」
と
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。
学
校
の
ト
イ

レ
に
も
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
教
育

長
の
見
解
を
伺
う
。

教
育
長　
令
和
４
年
３
月
に
養
護
教
諭
の

代
表
者
が
集
ま
る
会
議
で
は
、
慎
重
な
姿

勢
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

の
提
案
と
協
力
に
よ
り
、
中
学
校
１
校
で

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
試
験
的
に
設
置
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
当
事
者
で
あ

る
生
徒
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
こ
と
を
、
校
長

会
に
も
相
談
し
て

必
要
な
施
策
を
検

討
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

池い
け
田だ　
国く
に
昭あ
き

・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

家
庭
ご
み
処
理
手
数
料
（
収
集
）
有
料
化

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
現
に
向
け
た
焼
却
ご
み

の
減
量
の
た
め
に
は
、「（
家
庭
ご
み
）
有

料
化
」
で
な
く
、
分
別
・
資
源
化
を
優
先

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

市
長　
ご
み
の
減
量
化
は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
を
実
現
す
る
う
え
で
着
実
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ご
み
の
減
量
化

に
向
け
て
は
、
有
料
化
も
一
つ
の
手
段
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
昨
今
の
物
価
高
騰
の

中
、「
有
料
化
」
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の

さ
ら
な
る
負
担
増
は
避
け
る
べ
き
で
あ

り
、
現
状
に
お
い
て
は
、
ご
み
の
「
有
料

化
」
で
な
く
資
源
化
の
徹
底
を
優
先
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
特
に
、
化
石
燃
料
由

来
で
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
に

つ
い
て
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削

減
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
か
ら
、
容
器

包
装
に
加
え
て
新
た
に
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
資
源
化
す
る
こ
と
や
様
々
な
場
面
で

の
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
い
わ

ゆ
る
ワ※

１

ン
ウ
ェ
イ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減

に
向
け
た
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

QA

QA

Mウイングの女子トイレに設置された
生理用品

各議員の一般質問の
録画映像を松本市議
会ホームページから
見ることができます。
二次元コードからア
クセスしてください。
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※２　AI 活用型デマンド交通　AI（人工知能）を活用した効率的な配車により、利用者予約に対して、リアルタイムに最適
配車を行うシステム　
※３　市内３地区　寿地区周辺、梓川地区、白坂地区（放光寺町会）　
※４　２つの地区　寿地区周辺と梓川地区

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

開
明今い

ま
井い　
ゆ
う
す
け

・
市
長
の
政
治
姿
勢

Ａ※
２

Ｉ
活
用
型
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入

全
国
的
に
Ａ
Ｉ
活
用
型
の
デ
マ
ン
ド
交
通

が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
導
入
に
よ
り
、

負
担
の
軽
減
や
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
運
賃

の
抑
制
な
ど
需
要
の
喚
起
が
期
待
さ
れ

る
。
本
市
に
お
い
て
も
実
証
運
行
を
行

い
、
導
入
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
市

の
見
解
は
。

市
長　
「
ま
つ
も
と
公
設
民
営
バ
ス
」
に

つ
い
て
地
域
の
方
と
協
議
す
る
中
で
、
地

形
や
高
齢
化
な
ど
課
題
が
大
き
い
こ
と
が

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
地
区

内
の
移
動
を
担
う
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の

交
通
手
段
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

整
理
し
た
。
具
体
的
に
は
、
市※

３

内
３
地
区

を
モ
デ
ル
と
し
て

検
討
を
進
め
て
お

り
、
こ
の
内
２※

４

つ

の
地
区
で
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
デ
マ

ン
ド
交
通
の
実
証

運
行
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

開
明川か

わ
久く

保ぼ　
文ふ
み
良よ
し

・
子
育
て
支
援

・
市
長
の
政
治
姿
勢

棚
卸
事
業

多
く
の
方
が
来
場
し
、
地
域
に
根
付
い
た

イ
ベ
ン
ト
を
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で

廃
止
し
た
の
か
伺
う
。

宮
之
本
副
市
長　
「
信
濃
の
国
楽
市
楽
座
」

と
「
信
州
夢
街
道
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
出
店

数
、
来
場
者
数
が
減
少
傾
向
と
な
り
、
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
連
続
中
止
と

な
り
、
再
開
に
あ
た
り
、
主
催
事
務
局
と

市
で
協
議
を
重
ね
た
が
、合
意
に
至
ら
ず
、

市
で
負
担
金
を
予
算
化
し
な
か
っ
た
。

産
業
振
興
部
長　
「
農
林
業
ま
つ
り
」は
、

出
展
者
の
意
向
調
査
な
ど
、
今
後
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
検
討

を
踏
ま
え
、
実
行

委
員
会
会
長
が
、

令
和
４
年
度
以
降

の
中
止
と
、
今
後

の
検
討
の
場
と
し

て
実
行
委
員
会
を

継
続
す
る
と
集
約

し
た
。

開
明吉よ

し
村む
ら　
幸さ
ち
代よ

・
第
１
回
「
松
本
城
の
日
」
を
終
え
て

・
地
方
自
治
の
本
旨
と
一
部
事
務
組
合

・
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
と
文
化
振
興
策

ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
と
文
化
振
興
策

市
の
内
部
評
価
を
見
る
限
り
、
現
状
分
析

が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
専
門
家
会
議
の
提
言

を
貼
り
付
け
た
だ
け
で
あ
る
が
、
芸
術
監

督
制
を
存
続
さ
せ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、

現
状
分
析
に
基
づ
く
検
討
を
し
た
の
か
。

ま
た
、
地
元
の
要
望
や
納
税
者
で
あ
る
市

民
の
意
見
は
ど
の
よ
う
に
し
て
吸
い
上
げ

た
の
か
。

文
化
観
光
部
長　
芸
術
監
督
制
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
慎
重
か
つ
多
面
的
に
検
討

を
進
め
て
い
る
。
令
和
３
年
10
月
に
専
門

家
会
議
を
設
置
し
、
令
和
４
年
４
月
の
６

項
目
か
ら
な
る
提
言
の
中
で
、
芸
術
監
督

制
は
継
続
す
べ
き
と
提
言
を
い
た
だ
い

た
。
提
言
を
も
と
に
、
現
状
に
対
す
る
認

識
の
分
析
を
行
っ
て
い
く
。
提
言
は
、
芸

術
館
の
利
用
者
や
出
演
者
、
観
客
な
ど
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
意
見
を
参
考
に
し
た

も
の
で
あ
る
の
で
、
市
民
意
見
が
反
映
さ

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

QA

QA

QA

過去に開催された農林業まつり

他市の事例「のるーと塩尻」（塩尻市）
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※５　コンテンツ　具体的な情報の中身　
※６　ノウハウ　物事を行うための方法や手順に関する知識
※７　インセンティブ　動機付けや意欲を引き出すために外部から与える刺激

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

開
明上か

み
條じ
ょ
う
　
敦あ
つ
重し
げ

・
農
業
政
策
と
移
住
政
策

・
文
化
観
光
政
策

・
教
育
政
策

白
馬
村
と
の
観
光
連
携

本
来
、
観
光
は
広
域
で
取
り
組
む
政
策
で

あ
る
。
将
来
的
に
は
広
域
で
取
り
組
む
こ

と
を
目
指
し
な
が
ら
、
白
馬
村
と
ま
ず
連

携
し
、
お
互
い
の
強
み
と
課
題
を
情
報
共

有
し
な
が
ら
、
国
内
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

対
し
新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
活
性
化
を
目

指
し
、
行
政
同
士
が
一
歩
前
に
進
む
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長　
松
本
と
白
馬
は
隣
接
す
る
自
治
体

で
は
な
い
が
、
双
方
の
観
光
連
携
に
よ
っ

て
、
相
互
利
益
の
関
係
を
築
く
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
考
え
る
。
お
互
い
に

求
め
る
観
光
の
コ※

５

ン
テ
ン
ツ
や
ノ※

６

ウ
ハ
ウ

を
補
完
し
「
世
界
に
冠
た
る
山
岳
観
光
リ

ゾ
ー
ト
」
と
し
て
、
具
体
性
の
あ
る
連
携

方
法
を
白
馬
村
と
協
議
で
き
る
機
会
を
持

て
れ
ば
と
考
え
る
。
将
来
的
に
は
、
松
本

と
白
馬
を
含
め
た
さ
ら
に
広
い
エ
リ
ア
の

観
光
戦
略
を
展
開
し
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

の
長
期
滞
在
型
観
光
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

政
友
会

村む
ら
上か
み　
幸ゆ
き
雄お

・
通
園
バ
ス
事
故
の
防
止
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
て　
な
ど

イ※
７

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
重
要
さ

公
の
施
設
の
指
定
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、

行
政
改
革
を
意
識
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
重
要
さ
に
改
め
て
向

き
合
っ
て
も
ら
い
た
い
が
、市
の
見
解
は
。

総
務
部
長　
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
に
新
た
に
物
件
費
と
人
件
費

の
総
額
に
４
～
５
％
の
率
を
乗
じ
て
得
た

額
を
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
加
算
す
る

積
算
基
準
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
引
き
続

き
他
市
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
含
め
た
適
正
な
算
定
に
努
め
て

い
く
。
ま
た
、
自
主
事
業
も
重
要
な
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
の
一
つ
で
あ
り
、
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
自
主
事
業

の
展
開
を
促
進
し

て
い
く
。
ま
た
、

時
季
に
応
じ
た
変

動
型
利
用
料
金
な

ど
、
幅
の
あ
る
料

金
設
定
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い

く
。

政
友
会

柿か
き
澤ざ
わ　
潔
き
よ
し

・
美
ケ
原
再
生
計
画
に
つ
い
て

美
ケ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

美
ケ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
、
特
に
売
店

に
つ
い
て
、
現
状
の
ま
ま
で
は
立
ち
寄
る

人
の
減
少
に
拍
車
が
か
か
っ
て
し
ま
う
と

考
え
る
。
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
市
の

考
え
を
伺
う
。

市
長　
現
在
、
美
ケ
原
の
新
た
な
再
生
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
美
ケ
原
を

「
日
本
に
誇
る
高
原
観
光
地
」
と
す
る
た

め
に
は
、
現
存
施
設
の
魅
力
向
上
が
不
可

欠
で
あ
る
。
売
店
に
つ
い
て
は
、
カ
フ
ェ

テ
ラ
ス
の
設
置
や
環
境
に
配
慮
し
た
ト
イ

レ
の
充
実
な
ど
機
能
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
県
所
有
の
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
も
県
側
と
調
整
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
美
ケ
原
の
再

生
は
市
に
と
っ
て

極
め
て
優
先
順
位

が
高
い
課
題
で
あ

る
た
め
、
部
局
を

超
え
た
取
り
組
み

を
加
速
し
て
い
き

た
い
。

QA

QA

QA

総合体育館での自主事業の様子

美ケ原自然保護センターの在り方の検
討を
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（基盤）となる標準環境」のこと。
用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

政
友
会

中な
か
島じ
ま　
昌ま
さ
子こ

・
不
登
校
支
援
に
つ
い
て

・
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
に
つ
い
て

・
太
陽
光
発
電
の
適
正
な
導
入
に
つ
い
て

太
陽
光
発
電
の
適
正
な
導
入
に
向
け
て
の

今
後
の
方
向
性

自
然
破
壊
や
土
砂
災
害
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
山
林
に
、
太
陽
光
発
電
の
パ
ネ
ル
を

設
置
す
る
よ
う
な
野
放
図
な
開
発
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
一
定
の
規
制
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
令
和
４
年
６
月
に
施
行
さ
れ

た
松
本
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
現
条
例
で

は
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
適
正
に
導
入
す

る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
が
、
市
の
考
え
は
。

市
長　
本
市
や
近
隣
の
自
治
体
で
顕
在
化

し
て
い
る
不
適
切
な
事
案
に
適
切
に
対
処

す
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
の
導
入
と
規
制

と
い
う
、
相
反
す
る
視
点
の
バ
ラ
ン
ス

と
、
実
効
性
を
兼
ね
備
え
た
、
本
市
独
自

の
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
条
例
の
制
定
を
検
討

し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
野
立
て
の
太

陽
光
発
電
は
、
不
適
切
な
事
案
に
は
規
制

を
か
け
、
乱
開
発
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
、

一
方
、
屋
根
置
き
の
太
陽
光
発
電
は
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
推

進
を
図
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

政
友
会

上か
み
條じ
ょ
う
　
俊と
し
道み
ち

・
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

市
の
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方

次
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。
①
開
設
以

降
、
ピ
ー
ク
時
と
現
在
の
、
内
科
と
小
児

科
の
受
診
者
数
と
収
支
状
況
。
②
受
診
を

希
望
す
る
市
民
の
状
況
は
、
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
き
て
い
る
の
か
。
③
今
後
の
施

設
運
営
の
方
向
性
。

健
康
福
祉
部
長　
①
受
診
者
数
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
た
平
成
21
年
度

が
最
も
多
く
、
内
科
３
，７
２
７
人
、
小
児

科
９
，４
８
３
人
。
そ
の
後
年
々
減
少
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
令
和
３
年

度
は
内
科
２
，９
１
４
人
、
小
児
科
７
，

７
７
１
人
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
収
支
状
況

は
、
平
成
21
年
度
以
降
赤
字
基
調
で
、
令

和
３
年
度
の
赤
字
額
は
５
，７
０
０
万
円
で

あ
る
。
②
コ
ロ
ナ
禍
で
、
軽
症
患
者
は
感

染
リ
ス
ク
を
恐
れ
、
か
か
り
つ
け
医
が
開
く

時
間
帯
に
受
診
す
る
傾
向
の
た
め
、
受
診

者
数
が
減
少
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。③
年
々

受
診
者
数
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
松
本

医
療
圏
の
緊
急
医
療
の
需
要
を
注
視
し
な

が
ら
、
在
り
方
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
。

公
明
党

内う
ち
田だ　
麻あ
さ
美み

・
障
害
者
手
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

・
発
達
性
読
み
書
き
障
が
い
（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ

ア
）
に
つ
い
て

障
害
者
手
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化

障
害
者
手
帳
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
提

示
す
る
こ
と
自
体
に
抵
抗
を
感
じ
る
方
も

い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
あ
れ
ば
忘
れ

ず
に
持
っ
て
い
く
方
が
多
く
、
気
軽
に
見

せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

他
の
自
治
体
で
は
、
障
が
い
者
の
確
認
方

法
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
が
導

入
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
は
、
心
理
的
負
担
の
軽
減
や
紛
失
の
心

配
が
な
い
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。
ま
た
、

公
共
と
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
共
通
の
プ※

８

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
構
築
さ
れ
る
た
め
、

情
報
量
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
利
便
性
が

向
上
す
る
。
関
係

団
体
に
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、

年
度
内
に
は
開
始

で
き
る
よ
う
、
準

備
を
進
め
て
い
く
。

QA

QA

QA

障害者手帳のデジタル化を
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※９　アドベンチャーツーリズム　「自然」「アクティビティ」「文化体験」の３要素のうち２つ以上で構成される旅行　
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い土地

用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

公
明
党

勝か
つ
野の　
智と
も
行ゆ
き

・
危
機
管
理

・
観
光
行
政

地
域
の
魅
力
を
活
用
し
た
観
光

令
和
３
年
９
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
た

「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
で
本
市
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
反
響
か
ら
、
街
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
知

的
に
楽
し
む
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
方
式
」
を
観

光
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

文
化
観
光
部
長　
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
は
地

元
の
学
識
者
が
案
内
役
と
な
り
、
タ
レ
ン

ト
の
タ
モ
リ
氏
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
地
質

や
地
形
が
及
ぼ
し
た
歴
史
と
の
相
関
関
係

な
ど
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
な
が
ら
謎
解
き

し
、
様
々
な
発
見
を
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル

で
あ
る
。
本
市
の
場
合
も
断
層
帯
や
湧
き

水
を
巡
り
、
地
質
や
地
形
を
軸
に
し
た
ス

ト
ー
リ
ー
と
な
っ
て
い
た
。
観
光
庁
で
推

進
し
て
い
る
ア※

９

ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
業
は
、
い
わ
ば

ブ
ラ
タ
モ
リ
型
観
光

で
あ
り
、
国
内
外
の

誘
客
に
活
用
し
た
い
。

公
明
党

上か
み
條じ
ょ
う
　
美み

智ち

子こ

・
小
児
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
つ
い
て

・
が
ん
患
者
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
（
外
見
変

化
）
へ
の
支
援
に
つ
い
て

医
療
用
補
正
具
購
入
費
助
成

県
が
令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
医
療
用
補

正
具
購
入
費
用
助
成
を
盛
り
込
む
判
断
を

し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
県
内
で
本
市
が
先

陣
を
切
り
、
購
入
費
助
成
実
施
の
判
断
を

し
て
は
ど
う
か
。
市
長
の
見
解
は
。

市
長　
が
ん
医
療
の
進
歩
に
よ
り
治
療
を

継
続
し
な
が
ら
社
会
生
活
を
送
る
方
が
増

加
し
て
い
る
中
で
、
購
入
費
助
成
は
、
が

ん
治
療
者
の
就
労
や
社
会
参
加
を
後
押
し

す
る
重
要
な
制
度
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
、
相
談
で
き
る
が
ん
患
者
は
い
ま
だ
に

少
数
で
あ
る
た
め
、
助
成
制
度
を
導
入

し
、
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

た
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
で
、
潜
在
的
に

悩
み
を
持
つ
方
へ
の
相
談
支
援
の
強
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
市
で
は
、
県
の
助

成
制
度
開
始
に
併
せ
て
令
和
５
年
度
か
ら

実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

公
明
党

近こ
ん
藤ど
う　
晴は
る
彦ひ
こ

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
所
有
者
不
明
土
地
に
つ
い
て

所※1
※

有
者
不
明
土
地
の
現
状
と
市
長
の
認
識

所
有
者
不
明
土
地
は
、
公
共
事
業
や
民
間

取
引
な
ど
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
や
管
理
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
で
近
隣
に
悪
影
響
が
及

ぶ
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
の

状
況
と
現
状
に
対
す
る
市
長
の
認
識
は
。

市
長　
調
査
で
判
明
し
て
い
る
所
有
者
不

明
土
地
は
今
年
度
１
０
０
件
台
で
、
増
加

傾
向
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
土
地
の
有

効
利
用
に
も
税
収
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
で
、
解
消
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
国

は
令
和
６
年
４
月
か
ら
相
続
登
記
の
申
請

を
義
務
付
け
る
な
ど
、
発
生
の
予
防
策
を

講
じ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、
土
地
の
有

効
利
用
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
相
続
登
記

の
手
続
き
が
進
む
よ
う
、
積
極
的
に
市
民

へ
の
周
知

を
図
る
必

要
が
あ
る

と
考
え
て

い
る
。

QA

QA

QA

地域の魅力を生かした観光の取り組み
を（市内の湧水）

相続登記の申請を
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解説

質問項目

質問項目

質問項目

誠
の
会

阿あ

部べ　
功こ
う
祐す
け

・
都
市
公
園
に
つ
い
て

・
図
書
館
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

イ※1
※

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
導
入
と
都
市
公

園
の
整
備

全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
公
園
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、
豊
か
な
交
流
が
生

ま
れ
る
。
松
本
市
で
も
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

遊
具
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
大
規
模
な

公
園
の
な
い
河
西
部
へ
同
遊
具
の
あ
る
公

園
の
整
備
を
提
案
す
る
。
ま
た
、
公
園
の

整
備
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
の
都
市
公
園

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

建
設
部
長　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
に
つ

い
て
は
導
入
を
検
討
す
る
。
河
西
部
へ
の

公
園
整
備
は
、
土
地
の
確
保
が
困
難
と
考

え
る
が
、
状
況
の
変
化
や
エ
リ
ア
を
超
え

た
範
囲
を
含
め
、
可
能
性
を
研
究
す
る
。

市
長　
公
園
の
整
備
は
計
画
的
に
実
施
し

て
い
る
が
、
十
分
行
き
届
い
て
い
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。
公
園
の
整
備
は
、
子
育

て
環
境
の
充
実
や
移
住
定
住
の
促
進
を
図

る
た
め
、
優
先
度
が
高
い
政
策
で
あ
る
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
設
置
も
含
め
た

新
た
な
整
備
計
画
が
必
要
と
考
え
る
。

誠
の
会

犬い
ぬ
飼か
い　
信の
ぶ
雄お

・
市
政
運
営
に
つ
い
て

・
予
算
編
成
に
つ
い
て

議
会
と
の
市
政
運
営
の
進
め
方

一
期
目
の
折
り
返
し
時
点
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
で
市
長
が
述
べ
た
「
市
議
会

と
信
頼
関
係
構
築
を
進
め
る
」
と
い
う
姿

勢
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
、
市
政
運
営
を

進
め
る
こ
と
を
切
望
す
る
。
以
前
、
市
議

会
に
対
す
る
私
の
信
念
、
二
元
代
表
制
に

つ
い
て
の
考
え
方
を
市
長
に
伝
え
て
き

た
。
こ
の
こ
と
も
念
頭
に
、
今
後
の
市
政

運
営
を
ど
う
進
め
る
か
市
長
に
伺
う
。

市
長　
市
議
会
は
市
の
意
思
決
定
機
関
で

あ
り
、
対
等
な
関
係
、
一
定
の
均
衡
と
い

う
議
員
の
言
葉
は
、
行
政
と
議
会
の
基
本

的
な
姿
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
時
に
厳
し

く
対
峙
し
な
が
ら
互
い
の
立
場
を
尊
重
し

て
、
議
論
を
重
ね
、
理
解
や
共
感
を
広
げ

て
よ
り
良
い
結
論
を
導
い
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
が
重
要
で
あ
る
。
議
会
と
議
論
を
尽
く

し
、
政
策
を
軸
に
信
頼
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
で
、
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
政
策
を

着
実
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
行
政
と
議
会
の
望

ま
し
い
姿
だ
と
考
え
る
。

無
所
属

土つ
ち
屋や　
眞し
ん
一い
ち

・
農
村
に
お
け
る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

西
部
地
域
に
お
け
る
「
道
の
駅
」
の
設
置

道
の
駅
は
、
地
域
活
性
化
の
核
と
な
り
う

る
施
設
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
農
業
が
盛

ん
な
西
部
地
域
に
農
産
物
直
売
所
な
ど
を

備
え
た
道
の
駅
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長　
道
の
駅
は
、
ト
イ
レ
や

駐
車
場
、
交
通
情
報
を
提
供
す
る
施
設
の

整
備
に
併
せ
て
、
地
元
の
企
業
や
団
体
が

運
営
す
る
農
産
物
直
売
所
や
、
地
域
食
材

を
活
用
し
た
食
堂
な
ど
の
地
域
振
興
施
設

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。

西
部
地
域
の
道
の
駅
の
整
備
は
、
地
域
全

体
の
土
地
利
用
を
検
討
す
る
中
で
、
具
体

的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
地
域
農
業
の

発
展
と
個
々
の
農

家
の
収
入
増
を
実

現
す
る
に
は
、
地

元
の
農
業
者
が
一

体
と
な
り
、
機
運

を
高
め
て
い
く
こ

と
が
最
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

QA

QA

QA

市内にある道の駅の農産物直売所の様子
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用語
解説

質問項目

質問項目

質問項目

無
所
属

神こ
う
津づ　
ゆ
か
り

・
学
校
給
食
に
つ
い
て

・
学
校
施
設
管
理
に
つ
い
て

・
介
護
予
防
に
つ
い
て

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
対
す
る
考
え

有
機
農
産
物
を
利
用
す
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
は
、
食
育
の
推
進
、
環
境
に
や
さ
し

い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
も
注
目
さ
れ
、

全
国
各
地
の
自
治
体
で
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
る
。
新
セ
ン
タ
ー
の
方
針
が
策

定
さ
れ
た
今
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
研

究
す
べ
き
と
考
え
る
が
、市
長
の
見
解
は
。

市
長　
子
ど
も
た
ち
の
食
育
を
支
え
る
給

食
食
材
の
確
保
を
通
じ
て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
に
つ
な
が
る
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
確
立

し
て
い
く
こ
と
は
、
本
市
の
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。
令

和
４
年
８
月
か
ら
給
食
で
使
用
を
始
め
た

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
の
ね
ぎ
は
、
荒
廃
農

地
の
再
生
を
通
じ
て
環
境
保
全
型
農
業
を

推
進
し
て
い
る
好
事
例
と
捉
え
、
こ
う
し

た
事
例
を
給
食
食
材
の
確
保
と
い
う
形
で

後
押
し
で
き
れ
ば
、
持
続
可
能
な
フ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
つ
な
が
る
。
こ
の
取

り
組
み
を
少
し
ず
つ
広
げ
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
、年
１
回
は
オ
ー
ル
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
給
食
の
提
供
の
実
現
を
考
え
て
い
る
。

無
所
属

上か
み
條じ
ょ
う
　
一か
ず
正ま
さ

・
都
市
政
策
（
交
通
の
ま
ち
づ
く
り
）

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

道
路
空
間
再
編
の
視
点
を
含
め
、
市
長
が

目
指
す
歩
行
者
優
先
、
歩
い
て
楽
し
め
る

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は
。

市
長　
総
合
交
通
戦
略
の
改
定
で
は
、
松

本
城
、
松
本
駅
、
あ
が
た
の
森
を
結
ぶ
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
エ
リ
ア
全
体
の
歩
行
回
遊

性
を
高
め
る
方
針
を
維
持
し
た
う
え
で
、

周
辺
の
幹
線
道
路
の
位
置
付
け
を
明
ら
か

に
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
を
加

速
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
松
本
城
三
の
丸

エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
界
隈
の

魅
力
が
連
な
る
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
を
掲
げ
、
誰
か
に
語
り
た
く
な
る
暮

ら
し
を
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
中

心
市
街
地
な
ら
で

は
の
、
に
ぎ
や
か

で
豊
か
な
環
境
を

肌
で
感
じ
、
誇
り

を
持
て
る
、
住
民

が
暮
ら
す
場
と
し

て
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

無
所
属

田た

口ぐ
ち　
輝て
る
子こ

・
こ
こ
ろ
の
鈴
に
つ
い
て

・
働
く
女
性
の
支
援
に
つ
い
て

・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
拠
点

現
在
、
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
拠
点
の

「
こ
こ
ろ
の
鈴
」
は
、
場
所
が
わ
か
り
に

く
く
、
整
っ
た
環
境
の
施
設
で
は
な
い
た

め
、
子
ど
も
の
た
め
の
自
由
な
居
場
所
を

併
せ
た
拠
点
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

市
長　
市
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に

学
び
、
様
々
な
体
験
が
で
き
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑
戦
し
、
失
敗
し
て
も
再
挑
戦

で
き
る
よ
う
な
象
徴
的
、
代
表
的
な
場
所

が
存
在
し
て
い
な
い
。「
こ
こ
ろ
の
鈴
」

の
よ
う
な
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
所
も
、

ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
入
り
に
く
い
と
い
う
課

題
が
あ
る
。
様
々
な
子
ど
も
た
ち
が
利
用

で
き
る
多
面
的
な
機
能
を
持
つ
拠
点
施
設

を
整
備
し
た
い
と
い
う
声
は
組
織
内
か
ら

も
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
拠
点
構

想
は
、
今
後
、
市
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る

公
共
施
設
の
整
備
を
ま
ち
づ
く
り
と
連
動

さ
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
。

QA

QA

QA

歩いて楽しめるまちづくり
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用語
解説

まつもと市議会だより
vol.200

質問項目

無
所
属

横よ
こ
内う
ち　
裕ゆ
う
治じ

・
少
子
化
対
策
と
雇
用
環
境
改
善
の
取
り
組
み

育
児
に
関
す
る
労
働
法
令
改
正
等
の
周
知

出
産
や
育
児
に
よ
る
離
職
が
、
女
性
の
就

業
率
や
正
規
雇
用
率
が
低
い
一
因
と
な
っ

て
い
る
。
男
女
と
も
仕
事
と
育
児
を
両
立

し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
向
け
た
労
働
法

令
の
改
正
や
、
女
性
へ
の
就
職
支
援
と
そ

の
周
知
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

産
業
振
興
部
長　
育
児
・
介
護
休
業
法
の

改
正
や
産
後
パ
パ
育
休
の
創
設
な
ど
、
近

年
育
児
に
関
す
る
労
働
関
係
の
法
改
正
が

目
白
押
し
と
な
っ
て
い
る
。
労
働
者
に
最

も
近
い
行
政
機
関
と
し
て
、
労
働
基
準
監

督
署
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
必
要
な
こ

と
を
経
営
者
や
労
働
者
に
周
知
啓
発
を
し

て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、
労
働
組
合
や
労

働
団
体
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
法
改
正
に
基
づ
く
「
権
利
や
義
務
」

に
つ
い
て
組
合
員
個
人
に
周
知
啓
発
を
依

頼
す
る
と
と
も
に
、
経
営
者
側
と
の
話
し

合
い
で
も
取
り
上
げ
る
よ
う
働
き
か
け

る
。
こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
、
労
働
法
令

の
改
正
に
伴
う
職
場
環
境
の
改
善
や
女
性

へ
の
就
労
支
援
な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
。

QA



まつもと市議会だより 
vol.20015

まつも
と市議会だよ

りが200200号号を迎えました !!
● ● 第100 号が発行された平成 10（1998）年 ● ●

創刊から 50年
議会だよりが市民と議会とのパイプ役と
なることを願って昭和 48（1973）年に
創刊されて以来、おかげさまで今号で
200 号を迎えました。
今後も、市民の皆さまに市議会を身近に
思っていただけるよう、読みやすく、わ
かりやすい「まつもと市議会だより」を
お届けしていきます。

姫路市議会との親善交歓会
3 年ぶりに開催
された姉妹都市
姫路市議会との
親善交歓会。本
年度は姫路市を
訪問し、「アクリ
エひめじを活用
した MICE 誘致
の推進」をテーマとして意見交換会を行いました。
また、世界文化遺産・国宝姫路城や書

しょ
写
しゃ
山
ざん
圓
えん
教
ぎょう
寺
じ
の行政

視察も実施しました。

総務委員会行政視察� R4.11.4（金）
委員会の担当事項に関する‌
課題について先進地の視察を
３年ぶりに現地で行いました。
視 察 先　岐阜県岐阜市
調査項目　‌�自治体 DX の推進

について

建設環境委員協議会�
新型コロナで自宅待機となっ
た委員がオンラインで委員協
議会に参加しました。
松本市議会では初の事例です。
実 施 日　R4.11.15（火）

厚生委員会
オンラインによる模擬委員会や、各団体との意見交換会を
行いました。

R4.11.17（木）
　 ● ‌�模擬厚生委員協議会� ‌
（オンライン）

　 ● ‌�松本市歯科医師会との
意見交換会

R4.11.25（金）
　 ● ‌�松本市学童保育連絡協
議会との意見交換会

後期議員研修会� R4.11.22（火）〈政策部会〉
市立病院の建設に向けて、
地域医療や病院経営のあ
り方、病院現場の現状に
ついて研修を行いました。
演　題
「松本医療圏における医療
提供体制の動向」

活動レポート

松本マラソン 2022 ボランティア
多くの方が待ち望んだ松
本マラソンが、3年ぶり
に開催されました。
議員有志が、最終給水所
のボランティアとして参
加し、ランナーに声援を
送りました。
� 最終給水所の様子▶
� Ⓒ松本マラソン実行委員会

R4.11.10（木）～ 11（金）

中信四市議会議員研修会
大町市、塩尻市、安曇野市
の市議会議員とともに行っ
ている研修で 3 年ぶりに
開催。今年度は大町市で開
催され、視察と研修を行い
ました。

R4.11.18（金）

200 号

これからも議会だよりを
よろしくお願いします！

創刊 200 号記念展示を、議場前ロビー（東庁舎 3 階）で、行っています。
お立ち寄りの際は、ぜひご覧ください！ 記念展示は令和 5年 3月 20日（月）まで
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松本市の「避難行動要支援者名簿」を
活用した、隣組を基本にした見守り支
援体制の仕組みづくりを策定しました。
広報誌「ほほえみ」は、これまで19

号発刊し、協議会の活動状況をわかり
やすく掲載し、全戸配布しています。

今後の活動について教えてください。

8 年間の活動の積み重ねにより土台
作りができました。今後は地域で対応
する生活支援、隣組を基本とした見守
り支援、地域の移動支援への対応につ
いて取り組みを進める考えです。コロ
ナ禍で活動できないこともありました
が、専門委員も所属する笹賀の協議会
の特長を生かしながら、住民が何を求
めているのかを課題を明確にし、暮ら
しやすい地域となるように活動してま
いります。

〒
３
９
０-

８
６
２
０　
松
本
市
丸
の
内
３
番
７
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
２
６
３-

３
４-

３
２
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
６
３-

３
４-

９
８
１
１

発
行　
松
本
市
議
会　

編
集　
広
報
部
会　
議
会
だ
よ
り
編
集
班

Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
２
０
０

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）

2
月
１
日
発
行

ま
つ
も
と
市
議
会
だ
よ
り

新
年
に
入
り
早
く
も
一
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
の
対
応
に
追
わ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
意
識
も
高
ま

り
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
行
事
の
開
催
が
徐
々

に
増
加
し
、
活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感

し
ま
す
。

今
回
、
創
刊
２
０
０
号
と
な
る
議
会
だ
よ
り
で

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
お
気
軽
に
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様

に
、
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
わ
か

り
や
す
い
市
議
会
だ
よ
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
部
会　
議
会
だ
よ
り
編
集
班

　
　
　
　
　
部
会
長　
　
澤
田　
佐
久
子

　
　
　
　
　
副
部
会
長　
内
田　
麻
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
沢　
明
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
林　
真
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井　
ゆ
う
す
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
條　
美
智
子

編　
集　
後　
記

笹賀地区福祉の地域づくり 
協議会の活動

～隣組・町会・地域を包括した支え合う‌
地域づくり～

少子高齢化の進展、松本南部地震の
教訓から地域全体で横断的、包括的に
取り組む課題を再認識し、設立推進委
員会で準備を進め、平成 26 年 2月
「笹賀地区福祉の地域づくり協議会」が
設立されました。会長を務める太田尚
行さんに活動の様子をお聞きしました。

協議会の目的や活動の課題はどの
ようなことがありますか？

高齢者や一人暮らし、要援護者の見
守り支援、子どもを安心・安全に育て
る環境づくりを基本目標とし、6つの
重点課題を設定しました。
①「見守り・安心ネットワーク」の
仕組みづくり②認知症の予防とその対
応③買物弱者への支援④隣組を基本と
した見守り支援⑤子どもの居場所づく
りへの取り組み⑥地域の連携団体との
交流、事業創出

キラリキラリ
輝輝くく市民市民にに
インタビュー！インタビュー！

笹賀地区福祉の地域づくり協議会　会長

太
おお
田
た
　尚
なお
行
ゆき
さん運営体制の特長は何ですか？

町会連合会、民生・児童委員協議会
をはじめ地域団体と組織との連携を重
視した編成をしました。具体的には、
①協議会：24名の委員で構成し、全
委員が課題を共有する。②「笹賀地区
の福祉を語る集い」「個別ケア会議」：
協議会を中心に運営会議を行う。③ア
ドバイザーの委嘱：地区の医院・介護
機関・大学・警察・消防署・地区担当
職員が関わる。以上の 3つが運営体
制の特長です。

具体的な活動事例を教えてください。

上條記念病院の全面的な協力のも
と、認知症の予防講座「笹賀ケアひろ
ば」を開催しました。
松本短期大学と「地域づくり連携協

定」を締結し、従来の交流
をさらに深め地域づくり連
携事業の創出を推進して
います。
送迎ボランティアを優
先課題とし、モデル町会
として推薦、全面支援し
た二美町 2丁目町会での
買い物・通院の送迎ボラ
ンティアは活動開始から
5年目を迎えました。
災害時や緊急時に支援

がほしいとの要望から、
移動販売で買い物をするふれあい健康教室の利用者の皆
さん（買物弱者への支援）

笹賀地区福祉の地域づくり協議会発行の
「ほほえみ」19号

ホームページから
ご覧いただけます

↓

こどもだより第６号！
まつもと市議会


